
令和３年８月１２日 

サロマ湖養殖漁業協同組合 

◎サロマ湖水質状況 

８月１２日に湖内中央部ブイ５の水質を測定しま

した。 

その結果、水温は全層で 22℃を下回り高水温は解

消されました。塩分は全層で 33 以上ありました。な

お、河川からの出水により一部海域は表面が茶色く濁

っていましたが塩分は 30 以上ありました。溶存酸素

は水深 14.5m から底までで 5 ㎎/L を下回っていまし

た。 

  

 

 

◎サロマ湖水温状況（ブイ５、水深 4m） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎サロマ湖付着生物ラーバ出現状況 

サロマ湖 4地点で付着生物のラーバ調査を行いました。 

その結果、イガイ（シュウリガイ）ラーバは４地点平均で 587.1 個/トン出現し、そのう

ち付着サイズのラーバは 0.4個/トンでした。 

ホヤ類（エボヤ、ユウレイボヤ、ザラボヤ）のラーバは 9.2個/トン出現していました。 
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